
大幅に増えている 35 

（6.7%）
少し増えている 164 

（31.5%）

変わらない 258

（49.6%）

少し減っている 54

（10.4%）

大幅に減っている 9 

（1.7%）

大幅

に増

えて

いる 5 

(4.1%)

少し

増え

てい

る 42 

(34.4%

)

変わ

らない

49 

(40.2%

)

少し

減っ

てい

る 20 

(16.4%

)

大幅

に

減っ

てい

る 6 

(4.9%)

20歳代～30歳代[N=122]

大幅

に増

えて

いる

17 

(6.9%)

少し

増え

ている

84 

(34.3%

)

変わ

らない

120 

(49.0%

)

少し

減って

いる

22 

(9.0%)

大幅

に

減って

いる 2 

(0.8%)

４０歳代～５０歳代

[N=245]

大幅

に増え

ている

13 

(8.7%)

少し増

えてい

る 36 

(24.2%)

変わら

ない

88 

(59.1%)

少し

減って

いる

11 

(7.4%)

大幅

に減っ

ている

1 

(0.7%)

６０歳以上

[N=149]

大幅に増

えている 4 

(4.0%)

少し増えて

いる 40 

(39.6%)
変わらな

い 47 

(46.5%)

少し減って

いる 10 

(9.9%)

大幅に

減っている

0(0.0%)

小学生までの子供いる[N=101]

大幅に増

えている

31(7.7%)

少し増え

ている

119 

(29.5%)
変わらな

い 201 

(49.8%)

少し減っ

ている 44 

(10.9%)

大幅に

減ってい

る 9(2.2%)

小学生までの子供いない[N=404]

？わりましたか変は回数（量）べる食を魚で家庭ご、べて比と年前３質問：

【設問別の傾向】

約半数の家庭では、ここ３年間における魚を食べる回数（量）に変化がないものの、増

減のあった残り半数の家庭を比較してみると、「増加傾向にある家庭」が「減少傾向に

ある家庭」に比べ約３倍多くなっている。

これを世代別に見ると、「増加傾向」にあるのは、魚好きである６０歳以上の家庭より

も、５０歳代までの家庭で多く見受けられ、このことは、６０歳以上の家庭では、既に多く

の魚を食べている等の理由から、今以上に魚を食べる回数や量を増やす余地が少な

いことが推測できる。

また、増加傾向にある２０歳～５０歳代の中においても、特に２０歳～３０歳代の家庭に

おいては、「減少傾向」のところも多く、肉食も含め好みや選択肢が多様化していること

が想像できる。


